
会員のみなさま、こんにちは。

そして、スポーツを愛する全てのみなさまはじめまして“ＳＣＩＸ”です。

私たちは、「スポーツを媒体とした新しいコミュニティの創造活動とスポーツを通して身につく重要な『知』

の認知・普及活動を中心として、新しい社会の姿を実現していくこと」を目的として、2000 年に設立されまし
た。

このたび、私たちの活動内容について、みなさまによりご理解していただけますように、“ＳＣＩＸ　Ｒｅｐ

ｏｒｔ”という会報を作成いたしました。少しでも多くのみなさまのお手元に届くことを願いながら、活動報告

や今後の企画、そして私たちの思いを記していきたいと思います。

* * * * * S p o r t s  C o m m u n i t y  &  I n t e l l i g e n c e  C o m p l e x * * * * *

３３３種種種クククリリリニニニッッッククク

去る６月２７日、

神戸ウィングスタジ

アムにて、“フット

ボールコーチングセ

ミナー”と題したス

ポーツイベントを開

催しました。内容は、

一部と二部に分かれ

ており、一部は、『３種クリニック』。ラグビー、サッ

カー、アメリカンフットボールという三種類のフット

ボールそれぞれの分野で活躍する一流の選手・コーチ

が子供たちの指導にあたりました。

まず、オープニングを飾ったのは、ちびっこチアリ

ーダーたち。音楽が鳴り始めると、フィールドの真ん

中に元気よく駆け出し、かわいいダンスを披露してく

れました。チアリーダーたちが去ると、次に現れたの

は、サッカーやラグビーのユニフォームに身を包んだ

子供たち。みんな、スタジアムの蒸し暑さが気になら

ないのが不思議なほど、興奮しています。それもその

はず、彼らが立っているのは、普段はプロの選手が使

用している芝のピッチなのです。おまけに、ラグビー

は神戸製鋼スティーラーズの選手、アメリカンフット

ボールは、関西学院大学ファイターズの選手、サッカ

ーは、ヴィッセル神戸のコーチたちが、本気でコーチ

ングしてくれるのです。コーチたちの話に耳を傾け、

ボールを追いかける子供たちの目は、きらきらと輝い

ていました。

ラグビーは、ボールを使った２~３人組のパス回し

と、ミニゲーム方式との２組に分かれて行われました。

まるで大切な宝物を抱えるようにボールを胸に抱き、

ゴツい大人たちの間をすり抜け、それでも捕まりそう

になると、友達にその大切な宝物を預けます。３０分

という短い時間ですが、彼らなりにラグビーのおもし

ろさを味わったようでした。

アメリカンフットボールでは、エリアを決めてのし

っぽ取りゲーム、ボールの持ち方、投げ方など基本を

教わっていました。「ハドル！」という号令と共に、「う

ぉー」と大声を出して中央に集まるという、アメフト

独特の動きのときは、最初、大声を出すことに躊躇し

ていた子供たちも、練習していくうちに興奮してきた

のか、頬を上気させながら、大声で叫び、われ先にと

駆け出していました。

サッカーでは、Ａ代表でも注目されている『コミュ

ニケーション』を意識して、パスを出すときに相手の

名前を呼ぶことを徹底させられていました。小さな声

しか出せなかった子供も、「大観衆の声援があった

ら？」と訊ねられると、何か吹っ切れたようでした。

日本代表のピッチに立つ、将来の自分の姿が、一瞬、

脳裏をよぎったのかもしれません。

* * * * * S p o r t s  C o m m u n i t y  &  I n t e l l i g e n c e  C o m p l e x * * * * *

パパパネネネルルルデデディィィスススカカカッッッシシショョョンンン

フットボールコーチングセミナーの第二部は、フィー

ルドから会議室へと場所を移し、トップコーチによるパ

ネルディスカッションを行いました。今度は、子供たち

ではなく、彼らを指導する大人が対象。みなさん一度は

指導することに戸惑ったことがあるのか、それとも、さ

らなる高みを目指しておられるのか、メモを取ったりし

ながら、熱心に耳を傾けておられました。

ＶＯＬ．１



今回、お話をしてくださっ

たのは、ラグビー元日本代表

監督・現神戸製鋼ラグビー部

ゼネラルマネージャーの平尾

誠二氏、元ヴィッセル神戸ユ

ース監督・現姫路独協大学サ

ッカー部監督の昌子力氏、現

関西学院大学アメリカンフッ

トボール部監督の鳥内秀晃氏。いずれも、チームを日本一

に導いたことのある名将であることは、みなさまご存知の

とおりです。

まず、コーチの方々がおっしゃっていたのは、スポー

ツを始めるには、できるだけ早い方がいいということで

す。では、どうやって子供た

ちにスポーツと親しんでもら

えばいいのか。平尾氏は、「ま

ず、楽しんでもらう。楽しけ

れば、自然とうまくなりたい

という気持ちが芽生えるもの

だ」と、おっしゃられていま

した。それは、第一部のクリ

ニックで実践したとおりとい

えるでしょう。

しかし、強くなるためには、それだけでは足りません。

厳しい練習があってこそ、

試合で力を発揮できるの

です。その練習について

くるためには、つよい精

神力が必要となります。

「根性？　そんなもの

は持っていて当たり前」

と、鳥内氏は、少々声を荒げます。選手自らが、向上

心を持って取り組まない限り強くならないのは当然のこ

と。とはいえ、選手に気付かせ、考えさせるように導い

ていくのも、コーチの重要な仕事といえるようです。

なぜ、この練習が必要なのか？　自分たちの目標は何

なのか？

選手たちが、きちんと自覚を持って取り組めているか。

コーチには、それを見極める目も必要なのです。

最後に、質疑応答が行われました。

「チームが負けると、自分の不摂生のせいかと思うん

です。みなさんは、試合前どう過ごされていますか？」

高校生の指導をしているという指導者の問いに、「普

段ちゃんと指導しとったら、試合前の不摂生なんか関係

ないで」

と、コーチの方々が温かい（？）お言葉をかけておら

れたのが、印象的でした。

* * * * * S p o r t s  C o m m u n i t y  &  I n t e l l i g e n c e  C o m p l e x * * * * *

ＳＣＩＸでは、＜ＳＣＩＸラグビークラブ＞の運営を行っており、下記の目標を掲げています！！

①　一般の部　Ａリーグ昇格

② 高校の部　兵庫県民大会２回戦突破

残念ながら、中学の部は、兵庫県外から通うクラブ員もいるため、兵庫県のスクール大会には出場できません。

そのため、協会と協議を行う予定です。

★★★試試試合合合観観観戦戦戦レレレポポポーーートトト★★★

9/26六甲アイランド高校グラウンドにて、ＳＣＩＸラグビークラブ高校の部の試合が行われました。当日は、
９月下旬とは思えない陽気。以下は、その日の試合観戦レポートです。

★ ★ ★ ★ 　 S c i x  r u g b y  f o o t b a l l  c l u b  ★ ★ ★ ★

風が吹くと、砂塵が舞っ

た。そのときふと気がつ

いて、つま先で軽く地面

を蹴ってみた。しっかり

とした感触が返ってくる。

土のグラウンド。

タックルはおろか、トラ

イを決めて跳び込むこと

さえ躊躇してしまうので

はないか？

まだ逞しくなりきれてい

ない少年達の姿を見てい

て不安になった。

ところが、試合開始の

ホイッスルが鳴ると、彼

らは勢いよく駆け出し、相手が迫ってくると、ためら

うことなく、跳んだ。前半の３０分が終わった時点で、

白いユニフォームは泥だらけ。思わず、擦り傷の数を

数えたくなった。それ

でも、コーチの武藤さ

ん、藪木さんからは、

「向こうの勢いに負け

るな、びびるな。流れ

を変えるようなタック

ルをしろ」

という檄が飛んだ。

後半になると、相手チ

ームのユニフォームが変わった。前半と後半で対戦相

手が変わる“超”ローカルルール。さすがに、高校の

部活動とは一味違う。

それはさておき、炎天下３０分を全力で戦っていたＳ

ＩＣＸラグビークラブは、多少不利なのではないか。

心配をしたのも束の間、コーチの言葉を忠実に守るよ

うに、少年達は果敢なタックルに挑み、擦り傷の数を

増やした。終わってみれば、前後半合わせて５コのト

ライ。少年達の顔が、少し誇らしげに見えた。



★ ★ ★ ★ 　 S c i x  r u g b y  f o o t b a l l  c l u b  ★ ★ ★ ★

クラブのメ

ンバーのほと

んどは、普段

は学校でラグ

ビー以外の部

活動を行って

いるそうです。

県外から参加

している子も

いて、平日の

夜週１，２回の練習日に全員が揃うのは、なかなか難

しいのが現実。キャプテンの辻本君、黒岩君たちも、

それを残念に思っている様子です。でも、彼らは、高

い指導を受けられていると自負していました。

ＳＣＩＸコーチ陣は、「子供たちに考え、理解させ

ること」を一番大切にしたいと考えておられるそうで

す。その練習が本当に必要なのかどうか、何のために

やっているのか。

合同練習のある日以外に、彼らが自主練に取り組む

か、どうか。強制することはできませんが、「やっぱ

り、勝たないとおもしろくないから」

と笑う黒岩君は、ちゃんとコーチ陣の意図を汲み取

っているように見えました。

* * * * * S p o r t s  C o m m u n i t y  &  I n t e l l i g e n c e  C o m p l e x * * * * *

第２回ＳＣＩＸスポーツ・インテリジェンス講座　~『コーチング』を考える~

「個を育て、集団・組織を動かすコーチングとは？」をテーマに、以下のような方々を講師にお招きし、

計６回の講座を開催いたします。

第１回：１０月１６日

「コーチング」で何が変わるか？

講師：ＳＣＩＸ平尾誠二理事長

第２回：１１月２０日

　　　　「気づき」を与えて人を動かす

講師：伏見工高ラグビー部総監督　山口良治氏

第３回：１２月１８日

「ゴールデンエイジ」をどう育てるか？

講師：元日産ＦＣコーチングスタッフ・作家　永井洋一氏

第４回：１月１５日

「やる気を引き出す」コーチング

講師：野球評論家　山田久志氏

第５回：２月１９日

「ビジネスに生かす」コーチング

講師：前ラグビー日本代表強化委員長・日本協会理事　宿沢広朗氏

第６回：３月１９日

スポーツを「文化」に高めるために、どんな「指導者・コーチング」が必要か？

講師：スポーツライター　玉木正之氏

ゲスト：平尾誠二理事長

◆会場　　　毎日新聞　大阪本社　５Ｆ　５０１研修室

　　　　　　※第１回のみ、電通　関西支社

◆募集人員　８０名

◆受講料　　１講座　　　 5,250円（税抜き　 5,000円）
　　　　　　全６回受講　28,350円（税抜き　27,000円）　※10％割引

◆受付　　　URL：http://www.scix.ogr/
　　　　　　TEL：03-3769-0291　平日 10:00~18:00　㈱Ｔ４Ｃ



* * * * * S p o r t s  C o m m u n i t y  &  I n t e l l i g e n c e  C o m p l e x * * * * *

（会員・会費について）

会員種別 入会金 年会費

個人会員 － 5,000円
正会員

団体会員 １口 100,000円（何口でも可） 100,000円
個人会員 －

サポーター
団体会員 １口 50,000円（何口でも可） 50,000円

WEBクラブメンバー 個人会員 － －

（お問い合わせ）

ＳＣＩＸ事務局　〒６５１－８５８５

神戸市中央区脇浜町２－１０－２６

ｔｅｌ：０７８（２６１）４０４６

　　　　　　　　e-mail：office@scix.org

S C I X は 、 み な さ ま の ボ ラ ン タ リ ー な 支 援 に よ っ て 支 え ら れ て い ま す 。
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